
馬場小室山遺跡における発掘調査一覧（付　保存目的の確認調査）

次数 調査期間 主な遺構 主な出土遺物 調査面積 調査主体者 調査原因 特記事項

1 1969年7月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品、石製品 300㎡ 浦和市教育委員会 土地造成 馬場小室山遺跡解明の端緒となる調査

2 1970年3月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品、石製品 300㎡ 浦和市教育委員会 土地造成 上記の第２次調査

3 1981年5～6月 縄文土器、石器、土製品、石製品 30㎡ 浦和市教育委員会 土取り工事 土偶付土器（埼玉県指定有形文化財）の出土

4 1981年11月～82年3月 縄文時代早～晩期土器、石器、土製品、石製品 800㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 崖下の良好な縄文時代遺物包含層、粘土堆積遺構

5 1982年9～11月 縄文土器、石器、土製品、石製品 100㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建築 人面画土器（埼玉県指定有形文化財）出土
注口土器、第５１号土壙出土土器（さいたま市指定有形文化財）

6 1982年9月～83年3月 縄文早～晩期土器、石器、土製品、石製品 1,250㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 縄文時代中期集中域、及び後・晩期遺物包含層の調査

7 1983年11月～84年3月 縄文時代中・後期土器、石器、弥生時代後期土器 2,800㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 縄文時代の馬場小室遺跡の範囲として捉えられるのは
北端部分

8 1984年1～3月 縄文時代早・前・後・晩期土器、石器、土製品 2,460㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 第5区とした調査区は昭和45年の調査部分と一部重複。
貝、魚骨 斜面部において貝層をもつ土壙を検出。

9 1984年9～12月 縄文土器、石器 295㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建築 縄文時代中期の住居跡が密集している部分の調査であり
該期の集落跡の状態がより明確になった。

10 1984年10月～85年3月 縄文時代中～後期土器 2,500㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 遺構・遺跡の集中地区の東限を確認。

11 1985年1月～86年3月 縄文時代中・後期土器片 600㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 遺跡東縁部付近の調査

12 1985年5～7月 縄文時代早・中期土器、石器、土製品、石製品 130㎡ 浦和市教育委員会 宅地造成 炉穴群から入海Ⅱ式類似の土器出土
縄文時代中期集落跡の状態をより明確にした。

13 1986年1～3月 縄文土器、石器 1000㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 集落跡外縁部の土壙群の存在を確認。

14 1987年3月 縄文時代中期土器 900㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 縄文時代中期集落跡の東限を明らかにした。

15 1986年8月 縄文時代土器、石器(打製石斧、凹石） 290㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建設 集落跡北東端部付近の縄文時代中期住居跡を確認。

16 1987年3月 縄文時代土器片 300㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 集落跡南東外縁部の調査。

17 1988年3月 縄文時代中・後期土器片 80㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 遺跡東南縁部付近の調査。

18 1987年9～10月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品 132㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建設 加曽利ＥＩまで確認されていた集落が、同Ⅱ、Ⅲ式期まで
継続すること、及び後・晩期遺物包含層の存在が判明。

19 1987年9～10月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品 95㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建設 加曽利ＥⅡ式期の集落の広がりを確認。

20 1987年9～10月
特殊大型円形土壙（第51号土壙）残存部

縄文時代中期～晩期土器、石器、土製品、石製品 25㎡ 浦和市教育委員会 確認調査 人面画土器が出土した特殊大型土壙（第51号土壙）を完掘

21 1989年1～2月 縄文時代早・中・後・晩期土器、石器、土製品 125.61㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建築 縄文時代後・晩期の遺構・遺物の集中ヶ所の調査。

22 1988年12月～89年3月
縄文時代中期住居跡7軒、後期住居跡1軒、土壙
4基

縄文時代中・後期土器、石器 1,540㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 東西にかけての遺構、遺物の分布を確認。

縄文時代中期の集落の分布を確認。
23 1989年3月 縄文時代中・後期土器、石器、土製品 240㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 遺跡の中心から南東側にかけての遺物、遺構の分布を

確認。
24 1989年10月～12月 縄文時代土器、石器、石製品、土製品 119.01㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建築 縄文時代後・晩期の遺構・遺物の集中ヶ所の調査。

25 1989年10月～12月 縄文時代土器、石器、石製品、土製品 119.01㎡ 浦和市教育委員会 個人住宅建築 縄文時代後・晩期の遺構・遺物の集中ヶ所の調査。西端
部は中央窪地に向かう斜面部。

26 1989年3月～90年3月 縄文時代土器、石器 1035㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 縄文時代中・後期の集落跡を確認。

27 1989年12月～90年3月 縄文時代中～晩期土器、石器 640㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 遺構の集中する部分の斜面部分、東限部分の状態が
明らかになった。

28 1991年3月 縄文時代中・後期土器片、石器 896㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 集落跡南東縁部付近における遺構・遺物の一端を明らか

29 1993年12月 旧石器（尖頭器・剥片）、縄文時代早～中期土器片 780㎡ 浦和市遺跡調査会 土地区画整理事業 旧石器時代ユニットを発見。
縄文時代集落跡の南限付近を明らかにした。

30 1994年4～5月 縄文時代中・後期土器 2007.9㎡ 浦和市遺跡調査会 宅地造成 縄文時代中～後期の集落跡集中部南限付近の調査。

31 1994年11～12月 縄文時代中・後期土器、石器、土製品 365.87㎡ 浦和市教育委員会 共同住宅建築 集落跡南東縁部付近における遺構・遺物の一端を明らか
にした。

32 2004年6～9月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品、石製品等多量3,000㎡ さいたま市遺跡調査会宅地造成 馬場御室山遺跡中心部付近における同遺跡内で最も
大規模な発掘調査。良好な遺構・遺物と膨大な出土遺物。

A 1983年4～5月 縄文時代中～晩期土器、石器、土製品 40㎡ 埼玉県教育委員会 保存目的確認調査 環状の土盛状遺物包含層、及び中央窪地部分について、
浦和市教育委員会 遺構・遺物の極めて良好な保存状況を確認。

縄文時代中期住居跡、土壙、ピット、後～晩期遺
物包含層
縄文時代中期住居跡、土壙、ピット、後～晩期遺
物包含層
縄文時代中期住居跡3軒、中～後期土壙、後・晩
期遺物包含層
縄文時代中～晩期遺物包含層、粘土堆積遺構

縄文時代晩期住居跡1軒、特殊大型円形土壙（第
５１号土壙）、後・晩期遺物包含層
縄文時代早期炉穴8基、中期住居跡9軒、土壙・
ﾋﾟｯﾄ・103基
縄文時代土壙群、弥生時代後期住居跡２軒

縄文時代早期炉穴、中期住居跡3軒、土壙・ピット

縄文時代中期住居跡10軒、後期住居跡１軒、土
壙
縄文時代土壙1基

近世土壙1基

縄文時代早期炉穴、中期住居跡

縄文時代土壙

縄文時代中期住居跡１軒

縄文時代中期住居跡1軒、土壙

縄文時代遺物包含層

縄文時代遺物包含層

縄文時代中期住居跡2軒、土壙

縄文時代中期住居跡

縄文時代中期住居跡3軒、後期住居跡1軒

縄文時代中期住居跡3軒、土壙5基

縄文時代中期住居跡1軒、後期住居跡1軒、晩期
住居跡４軒
縄文時代晩期住居跡4軒

縄文時代中・後期住居跡、土壙

縄文時代中期住居跡3軒、土壙

縄文時代中・後期遺物包含層

旧石器ユニット、縄文時代土壙

縄文時代住居跡17軒

縄文時代中期住居跡２、中・後期土坑・遺物包含
層

縄文時代中期住居跡、土壙・ピット、後・晩期遺物
包含層

縄文時代中期住居跡９軒・後期７軒・晩期６軒。
特殊大型円形土坑等後・晩期土坑３０基、中・後・
晩期遺物包含層


